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注　記

この『敦煌寫本研究年報』は京都大學人文科學研究所の共同研究班「西陲發現中國中世寫
本研究」班の報告である。共同研究の報告書は慣例として一定の研究期間終了後に刊行さ
れることになっているが、本研究班では新しい試みとして毎年度の末に「年報」の形式で
研究成果の報告を行うことにした。もちろん少しでも早く成果を學界に屆けようとしての
ことである。大方の好意あるご支持をお願いしたい。また「敦煌寫本」を誌名に掲げたの
は最も一般に受け容れやすい名辭を選擇したに過ぎず、吐魯番ほか新疆各地で發見される
寫本をも視野に入れていることは當然である。

なお本號に掲載した、鄭炳林・榮新江兩氏の論文は、科學研究費助成金［基盤研究（B）］
「複數文化接觸領域としての中央アジアにおける宗教史の再構築」（研究代表者：稻葉穰）
による活動の一環として、2009年 1月 24日に本研究班との共同で開催された特別講演會
「多民族的敦煌」における發表原稿である。本誌への掲載を快諾された二氏に感謝したい。
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